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69 歳男女 4,960 人にアンケート調査）[1]では、CD 購入およびインターネットを介した有料音
楽配信購入の割合がCD購入率34.9 %、音楽配信購入率 10.7 %といった結果となった。これは、














































図 1：CD 購入、レンタル利用、インターネット有料音楽配信購入の割合 

















図 2：普段、屋内で使用する機器（12～69 歳男女 4,960 人にアンケート調査） 
（Q.あなたが普段、家の中で音楽を聴く際に使っている機器はどれですか。） 
出所）2011 年度音楽メディアユーザー実態調査報告書 
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 図 3：年代別推定マーケットシェア     図 4：高齢者が普段使用する音楽機器 
     出所）2011 年度音楽メディアユーザー実態調査報告書（図 3・図 4） 
 
2．タッチパネル操作に対する高齢者の特性 








化を示しており、5 択、2 択、1 択による反応時間の測定結果から単純な選択であっても高齢者
は若者層に比べて大きく反応が鈍くなっていることが分かる[8]。また、図 6 は等明度・等彩度


























   図 5：加齢と選択反応時間          図 6：100 色相テストの年齢別誤差 
出所）長町三生「企業と高齢化社会－     出所）日本色彩学会(編)「新編色彩科学ハン 





















画領域」の 2 つの領域を想定し、これらの配色について以下に示す色変換を行うものとする。 
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① 背景色と描画色の色相（波長）変換 
 高齢者のための色相に基づいたカラーキャリブレーションとして、「背景領域」と「描画領域」
の色値を RGB カラー空間から HSV カラー空間（H：色相（波長）、0～240°、S：彩度：0.0 ～ 
1.0、V：明度：0.0 ～ 1.0）に変換し、変換後の H の値について調整する。この H を変更する
ことで、高齢者が認識し難いとする波長の短い値を高齢者が見分けし易くなるように長波長へ




      V = max( R，G，B ) 
      X = max( R，G，B ) － min( R，G，B ) 
      S = 255 * X / max( R，G，B ) 
      このとき H は次の式で表される。              (1) 
      max( R，G，B ) = R のとき H = 60 * ( g － b ) / X 
      max( R，G，B ) = Gのとき H = 60 * ( g － b ) / X + 120 
      max( R，G，B ) = B のとき H = 60 * ( g － b ) / X + 240 




の色値を RGB カラー空間から YUV 色空間（Y：輝度、0 ～ 255、U：青の明るさから輝度を




色空間は式（2）を用いて RGB 値から算出する。 
 
      Y = 0.299R + 0.587G + 0.114B 
      U = －0.169R － 0.331G + 0.500B               (2) 












































図 7：カラーキャリブレーションツール TouchChecker の操作画面 
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 4 章で述べたキャリブレーションツール TouchChecker をタブレット PC（MSI Windad 
110W、OS:Windows 7 Home Premium 64 ビット、CPU:AMDZ01）を用いて操作する実験
を行った。背景色（R=0、G=128、B=0）と描画色（R=0、G=0、B=255）を初期値とし、こ
の描画色に対して色相と輝度について変換した実験結果を図 9 ～ 12 に示す。ただし、擬似的
に高齢者の見え方を再現するために黄色フィルタとして黄色（R=250、G=250、B=0）を操作
画面に 50 %でαブレンドする。図 9 は背景領域については変更せずに描画領域だけを色相（波
長）変換した結果である。ただし、H 値については 0 ～ 240°を 100 %で表すものとする。また、
ここでは初期値の色を全く異なる色に変換することを目的とするのではなく、デザイン性を重
視して可能な限り初期値の色に添った範囲での色変換と考えて図 9 には 0～25 %についての結





      明度差 ＝ ( ( R × 299) + ( G × 587) + ( B × 114) ) / 1000     (3) 
      ＊明度差は 125 以上であることが理想 
 
      色差 ＝ ( ( max( R1，R2 ) － min( R1，R2) )  
         + ( ( max( G1，G2 ) － min( G1，G2) )  
         + ( ( max( B1，B2 ) － min( B1，B2) )          (4) 
      ただし、max( A，B ) ／min( A，B ) は A，B の最大値／最小値をとる 
      ＊色差は 500 以上あることが理想 
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 また、輝度変換の実験結果として図 9 と同様に背景領域はそのままにして描画領域について
輝度変換した結果を図 11 に示す。ただし、初期色の Y 値については 0 ～ 255 を 100 %で表す
ものとし、変化率 0 ～ 100 %についての明度差と色差を結果として示した。また、図 12 では
描画領域における Y 値の変換率を 0 % (初期値)、25 %、50 %、75 %に設定した操作画面を示し
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図 10：描画色を色相（波長）変換（H の増加率は 0 %、15 %、20 %）した操作画面に対して 


























図 12：描画色を輝度変換（Y の増加率は 0 %、25 %、50 %、75 %）した操作画面に対して 
黄色フィルタ（R=250、G=250、B=0）を 50 %でαブレンドした結果 
高齢者のためのタッチパネル操作におけるカラーキャリブレーション手法 

















[1] 一般社団法人日本レコード協会「2011 年度音楽メディアユーザー実態調査報告書」． 
 [http://www.riaj.or.jp/release/2012/pr120210．html] 
[2] Infoaxia「カラー・コントラスト・アナライザー 2．2 日本語版」． 
 [http://www.infoaxia.com/tools/cca/index.html] 









[8] 長町 三生，「企業と高齢化社会－生涯的職務設計のすすめ」日本能率協会． 
[9] 日本色彩学会(編)「新編色彩科学ハンドブック第 2 版」，東京大学出版会 (1998)． 
[10] 野方 誠，八木 美佑紀，「高齢者にやさしいタッチパネルを用いた映像家電リモコンの考
案と検証」，the Society of Life Support Technology [編] 23(2)，87-94，(2011)． 
[11] 野北 好春，松田 雅弘，高梨 晃，塩田 琴美，宮島 恵樹，川田 教平，勝木 員子，加藤 宗
規，「地域高齢者に対する反応時間測定回数についての検討」，理学療法科学，25(5)，
663-666(2010)． 
